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 沖縄県知事選挙で、自民党を中心に諸党が推薦した古謝玄太氏が、「オール沖縄」が支援

した現職の玉城デニー氏を大差で破り、当選したニュースを新聞で読んだ日、『沖縄意見広

告運動 16 年の歩み 2010－ 2025 命（ぬち）どぅ宝』が送られてきた。沖縄意見広告運動は、

多くの平和運動での出会いが「沖縄連帯」という思いの種が地上に芽を出すように、発起

人、世話人、事務局スタッフが支え合って育んできた運動である。沖縄の新聞社、本土の

新聞社、米国の新聞社などに「意見広告文」を 16 年間、発表してきた。その運動資金とし

て全国から募金を集めていた。私も当初から、僅かながら支援してきた。ある年、募金を

送らなかったら、電話で「今年は協力がないのですか」と問い合わせてきた。数千の募金

者の名前と電話番号を記録していたのかと驚き、すぐに募金を送った。1990 年に那覇出版

社が、大部の『写真集 沖縄戦』を出版した時、電話で「買って欲しい」との依頼があった

ので、すぐに求めた。どうして、私の電話番号を知っているのかと驚いたが、沖縄戦の悲

劇に見入った。今回、沖縄問題に関心を寄せる人との関係を大事にし、本書を律儀に送っ

てくれた。意見広告文は、沖縄県民の本音が、叫びとも言える言葉が発せられている。言

葉の根底には沖縄問題は本土の問題であるとの主張がある。それらの一部を紹介したい。 

 第 1 期（2010 年）〈ねがい。アメリカの海兵隊は、本当に必要なのでしょうか。暮らし

と安全を守るために、米軍基地や軍隊が必要なのでしょうか。軍事基地は、海にも陸にも

いらない!平和な沖縄を!それは、日本に生きる、私たちみんなの問題です。〉第 2 期（ 2011

年）〈命どぅ宝 沖縄、原発、民意を無視し続けた/国策の誤りを正す責任を/いま私たち一

人ひとりが/問われているのではないでしょうか。命どぅ宝…この宝のような沖縄の言葉

を/いまこそかみしめたいと思います。〉第 5 期（2014 年）〈「いのちの海」を「基地の海」

にしないでください。人間の誇りと尊厳をかけた平和な暮らし、命の美（ちゅ）ら海を守

る沖縄の民意に、政府は辺野古新基地を/中止すべきです。〉第 7 期（2016 年）〈戦争準備

のための、新基地はいらない。工事中断!沖縄の不屈の闘いが/安倍政権を追い詰めた!基地

がある限り/脅かされる命と人権。それでも辺野古に、沖縄に押しつけますか。〉第 10 期

（ 2019 年）〈辺野古に埋め立ての賛否を問う/2 月の沖縄県民投票で、投票した 72％の人が

/「反対」に投票しました。圧倒的民意です。日本政府が沖縄の自己決定権を奪い/植民地

扱いしてきた差別政策を終わりにし、この国の民主主義と/住民自治を取り戻す時です。〉

エピローグ（2025 年）〈「戦後 80 年」今こそ本当の平和を。基地のない平和な沖縄、日本、

戦争のない世界を!〉  

 古謝氏は、県民所得が全国で一番低いので、所得倍増を訴え、また国からの沖縄振興予

算の大幅増額など、経済立て直し政策を訴え、支持され、当選したのであろう。その裏側

で、辺野古新基地容認の県民意志があった。幾度も、新基地反対を表明してきたが、どん

なに反対しても、国が強行する現実に諦め、また反対運動に疲れたのであろうか、県民意

志は逆転した。国土の 6％の沖縄に、米軍基地が 70％もある現実は、構造的な差別を生み

出しているし、米軍兵士の沖縄県民へ非道な暴力は地位協定で咎められていない。更に、

台湾有事に備えてか、沖縄南西諸島は、大幅なミサイル基地化が進んでいる。高市首相が

言うように、台湾有事に日本が関われば、沖縄は戦場になる。また、本土の基地のある県

も攻撃の対象になるだろう。更に、世界で一番危険な普天間基地の代わりに辺野古新基地

を造るということであったが、最近、辺野古の滑走路は短いので、普天間基地は存続して

使うという議論があるらしい。そんなことになれば、沖縄は踏んだり蹴ったりになる。本

書を読みながら、民意を無視する権力の横暴、沖縄県民無視に深い憤りを覚えた。 


